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1. はじめに 

教育分野では超スマート社会「Society5.0」に向けた「学

校 ver.3.0」が提案され，個別最適化された学びが注目を集

めている[1]．我々は，放送局が提供している教育番組等の

コンテンツを活用することで個別最適化した学びに役立つ

システムを検討している．視聴中の教育コンテンツに関連

コンテンツを提示する際，コンテンツ同士の関連性を提示

することが学びの個別最適化につながる可能性があること

がわかっており[2]，関連性の自動推定を可能とする「メタ

データ連携基盤」を提案した[3]．本稿では，メタデータ連

携基盤を用いた関連コンテンツ提示システムを試作し，学

生を対象に実証実験および評価を行ったので報告する． 

2. 試作システム 

図 1 に試作した関連コンテンツ提示システムの画面を示

す．これは，教育コンテンツを視聴するWebアプリケーシ

ョンである．画面中央には視聴中コンテンツが，画面右側

には視聴中コンテンツに対する関連コンテンツが表示され

る． 

表示する関連コンテンツは図 2 のように，視聴中コンテ

ンツに紐付くキーワードメタと同じキーワードメタを持つ

コンテンツが表示される場合（既存手法）と，視聴中コン

テンツに紐付くキーワードメタを元にメタデータ連携基盤

を用いて関連単語抽出[4]を行い，関連単語の上位 30 単語

のいずれかを持つコンテンツが表示される場合（提案手法）

の 2通りを実装した． 

いずれの手法においても，抽出した関連コンテンツは視

聴中コンテンツと概要文の Bag of Wordsでコサイン類似度

を算出し，上位 6 件を関連コンテンツとして提示するシス

テムとした．選択肢の多寡に関しての調査[5]で，選択肢は

多いよりも少ない方が良いことが知られており，少ない場

合の最頻値が 6件であったため，今回は上位 6件とした． 

 

 
図 1 試作した関連コンテンツ提示システムの画面 

 

 
図 2 関連コンテンツ抽出方法 

 

3. 実験概要 

通信制課程の高等学校 2 校で学習する学生，合計 35 名

（有効被験者数）が，試作した関連コンテンツ提示システ

ムを利用して，生物分野の動物に関する学習をした． 

今回の実験では，関連コンテンツ提示システムで再生で

きるコンテンツとして，「NHK 高校講座 生物基礎」25 本，

小中学校の学習内容である「NHK for School」の理科のク

リップ動画（学習のエッセンスをまとめた短尺の動画）

319 本を対象とした．また，学生には，そのうちの「NHK

高校講座 生物基礎」の指定の 10 本を視聴するよう，タス

クとして指示した． 

35名は 2グループに分かれてシステムを利用し，17名は

既存手法，18 名は提案手法による関連コンテンツ提示を行

った．学生にはどちらの実験グループに属しているか提示

しないこととした． 

2020年 11月 1日から 2021年 1月 31日までの最大 92日

間システムの利用期間を設け，システム利用終了後に全 79

問の Web アンケートを実施し，35 名中 24 名から有効な回

答を得た． 

4. 結果 

アンケートの結果を複数の側面から分析するため，主成

分分析とクロス集計により評価を行った． 

主成分分析では，様々な影響要因のある実験環境の中で，

システムに関する要因が影響を与えるか確認した．被験者

の第 1 主成分と第 2 主成分の主成分得点を図 3 に，寄与率

ならびに累積寄与率を図 4 に示す．第 1 主成分として学習

管理・学習支援に関する項目が影響要因として挙げられ，

第 2 主成分として学習方法・学習対象に関する項目が要因

として挙げられた．第 2 主成分として挙げられた学習方法

の中にはシステムに関するアンケート項目も含まれ，ポジ

ティブからネガティブまで広く分散した既存手法に比べ，

提案手法ではポジティブな傾向が見られた．図 4 より，累

積寄与率が 60%を超えたのが第 7 主成分であり，寄与率が

収束し始めたのが第 3 主成分からであった．そのため，第

1主成分と第 3主成分，第 2主成分と第 3主成分でも同様に

主成分得点を評価したが，傾向は見られなかった． 

次に各グループとシステムに関するアンケート項目のク

ロス集計結果を図 5 に示す．アンケートでは「実験用サイ
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トの使いやすさや，今後継続的に使いたいかを教えてくだ

さい．」という設問に対し，「使いやすいと感じる」「今

後も使いたい」「積極的に使いたい」の 3 つの項目につい

て，6 段階で回答いただいた．評点の高い 5 及び 6 をポジ

ティブと定義したときの提案手法と既存手法の割合を表 1

に示す．「使いやすいと感じる」については約 40.5 ポイン

ト，「今後も使いたい」については約 23.7 ポイント，「積

極的に使いたい」については約 21.0 ポイント，提案手法の

方が既存手法よりポジティブな割合が高かった．ただし，

有効回答数が少なく，有意差が認められなかった． 

 

 
図 3 被験者の第 1主成分と第 2主成分の主成分得点 

 

 
図 4 寄与率ならびに累積寄与率  

 

表 1 手法ごとのポジティブな回答の割合 

 提案手法 

[%] 

既存手法 

[%] 

差分 

[ポイント] 

使いやすいと感じる 63.6 23.1 40.5 

今後も使いたい 54.5 30.8 23.7 

積極的に使いたい 36.4 15.4 21.0 

 

5. おわりに 

本稿では，メタデータ連携基盤を用いた関連コンテンツ

提示システムを試作し，学生を対象にそれを用いた実証実

験および評価を行った．主成分分析とクロス集計で評価し，

有効回答数が少なかったため，有意差は認められていない

が，試作システムに対して高評価な結果が得られた．  
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図 5 各グループと システムに関する 

アンケート項目のクロス集計結果 

FIT2021（第 20 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2021 by
The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers and
Information Processing Society of Japan All rights reserved.

 334

第3分冊


